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 光 友 会 事 業 推 進 協 議 会  

広 報 誌  

 

 

新 型 コ ロ ナ の 流 行 も 漸 く 下 火 に な り 、 久

し ぶ り に 一 堂 に 会 し て 、2024 年 度 第 一 回 光

友 会 事 業 推 進 協 議 会 （ 以 下 推 進 協 と 呼 ぶ ）

企 画 運 営 会 議 が 開 催 さ れ ま し た 。  

冒 頭 、 五 十 嵐 理 事 長 よ り ご 挨 拶 を い た だ

き 、 そ の 中 で ご 提 案 い た だ い た 案 件 お よ び

事 前 に 四 役 会 に て 用 意 し て お り ま し た 議 案

に つ い て 、 討 議 し た 経 過 お よ び 可 決 承 認 さ

れ ま し た 事 項 に つ い て ご 報 告 い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜推進協 企画運営会議 ご報告＞ 
1．開催日時、開催場所、出欠席者名、会議体成立可否 

 

開催日時 2024 年 8 月 22 日（木）13：00～15：00 司会 村井 

開催場所 地域交流ホームかわうそ１F ホール 記録 指簱 

出欠席者 

（敬称略） 

 

出席：〇 

（14 名） 

事 前 連 絡 有

欠席：△ 

（15 名） 

欠席：× 

（1 名） 

 

 

役職名氏名 出欠 役職名氏名 出欠 

会長 野田 周吾 △ 相談役 一杉 好一 〇 

副会長 眞鍋 直規 〇 相談役 片山 睦彦 〇 

副会長 二見 弘樹 〇 相談役 森 直人 〇 

調整役 村井 良行 〇    

事務局 指簱 博 〇 会計 北村 希 × 

事業所名 職員部会長 出欠 利用者部会長 出欠 家族部会長 出欠 

湘南希望の郷 山本 啓子 〇 石原 生美夫 △ 中澤 美子 〇 

神奈川ワークショップ 中野 健士 〇 赤間 俊明 △   

ライフ湘南 井地 洋平 〇 阿部 晃己 〇 阿部 良美 △ 

寒川事業所 室町 辰雄 △ 澁谷 貴志 △ 小山 香津子 △ 

藤沢サンライズ 近藤 洋嗣 △ 竹内 政彦 △   

湘南あっとほーむ・ひだま

り 

高橋 昌弘 △ 酒井 一 △ 富樫 則子 〇 

在宅支援センター 尾上 義和 △ 石川 博明 △ 黒田 祥子 △ 

総合相談支援センター 大西 剛 △ -  -  

市民部会長 立ケ谷千晴 〇 オブザーバー参加者 五十嵐理事長 

 

◎ 代議員及び会計監査役を除く役員 30 名の内、「出席者」14 名に「事前に欠席通知があった役

員」15 名を加えて、出席数が 29 名となり、会則第 8 条第 4 項で規定されている 3 分の 2 の 20

名を超えているので、当企画運営会議は成立しました。 
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2．＜五十嵐理事長ご挨拶＞  

自分たちの世代では、市民部会、家族部会に支えられてきましたが、その市民部会、家族部会共

に高齢化が進み、次世代の人たちの更なる入会が必要になってきているのではないでしょうか。配

付資料を見ると、会員数も会費収入も激減してきています。厚労省の予算も減ってきている昨今の

状況も念頭に、また、いぶきでは後援会主体でチャリティーを行っているようなことも考え合わ

せ、今後の推進協の活動をご検討ください。 

 

3．＜眞鍋副会長挨拶（野田会長代行）＞ 

久しぶりの企画運営会議を開催できたことを嬉しく思います。この会議に先立ち、四役会議で年

間計画案を作成しましたので、検討ください。 

また、昨年暮れの研修会アンケートを見ると、光友会や推進協への要望が書かれており、これら

を取りまとめるのも推進協の役割ではないでしょうか。光友会と推進協会員との情報交換の場とな

り、『推進協だより』などで情報発信をしていくことも推進協の役目の一つではないかと考えてい

ますので、ご協力宜しくお願い致します。 

 

4．出席者の自己紹介 

今年度最初の企画運営会議であり、新規に参加された方もおられたので、自己紹介の後、議事に

入りました。 

 

5．配付資料 

  2024 年度 第 1 回光友会事業推進協議会企画運営会議次第 20240822 

資料 1 施設・部会別 会費納入額一覧(2024 年 7 月 10 日現在) 

資料 2 2023 年 12 月アンケート結果 

資料 3 2024 年希望寄席 チラシ 

【意見】（事前に会議次第を配付したことに対して）今回のように事前に資料があると、会議を

欠席しても意思表示ができるのでありがたい。 

 

6．＜議案 1＞ 今年度の推進協 企画運営会議日程（案）について 

【議案内容】（四役会からの提案について、村井調整役から説明がありました） 

出席者を減らさないためにも、事前に開催日を決めておくことが必要であるということと、会則

では毎月開催となっているが、新型コロナの影響も鑑みて、今年度は次のような年 4 回の開催

日を提案。なお、各企画運営会議開催日の 2 週間前に、四役会を開催し、議題および検討のた

めの資料を用意する。 

（月日） 第 2 回  10 月 31 日（木） 

第 3 回  1 月 30 日（木） 

第 4 回  3 月 27 日（木） 

（時間）13:00～15:00 

（場所）地域交流ホームかわうそ 1 階 

【決定事項】提案のとおり全員一致で可決。 

 

7．＜議案 2＞ 推進協の目的についての再確認 

調整役から再確認ということで、会則第 2 条が読み上げられました。 

「会則（第 2 条） 本会は、社会福祉法人光友会（以下、光友会という）の健全な経営の維持・

発展を推進するため、関係者の総意により必要な事業を決定し、その実現を図ることを目的とす

る。」 
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【決定事項】この条項に沿って活動していくことで可決。（全員一致） 

8．＜議案 3＞ 今年度の取り組みについて 

（１）積立金の使用方法について 

【提案内容】 調整役から、「事業所毎に必要としている物品等について要望調査を行い、企画

運営会議に提案してもらう」という方法が提案されました。 

【意見】 

・ 「要望調査をするのは良いが、昨年度、今年度の会費の収集状況を見ると極端に減ってお

り、要望されたものを購入できなくなってくるのではないか。それよりも会員を増やす活

動に取り組み、会費収入を増やすことの方が先に取り組むべきではないか」という理事長

からのアドバイスを受け、協議しました。 

・ 購入するものを先に決めて目標を絞ることで、会員数増そして会費収入を増やす活動をし

ようとしていました。今まで会員数増を呼びかけても、増えなかったという経緯を踏まえ

ての今回の提案です。 

・ 「一部の会員の案だけでは限界があるので、広く多くの会員から会員数を増やす案を募集

したら良いのではないか。」という結論に達しました。 

【決定事項】 積立金を何に使うかの議論は保留し、会員数をどのように増やすかの議論を優先

する。 

会員数を増やすことに関して、今まで出された案が有効ではなかったことを鑑

み、多くの会員から案を募集する。 

方法としては、各部会長が各部会の案をまとめ、事務局まで、9 月 20 日締め切

りで提出してもらう。（全員一致で可決） 

 

（２）2024 年度会費の納入状況について（7 月 10 日現在） 

配付資料 1「施設・部会別会費納入額一覧」にて、現状が知らされました。 

会議当日は配付されていませんが、ご参考までに、ここ 5 年の実績を添付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）2023 年推進協勉強会（研修）に関するアンケートの結果 

調整役から資料２のアンケート結果について説明。 

【意見】 

・ いろいろテーマが出されていることが報告されました。 

・ 片山相談役から、「テーマが決まれば、講師は見つかると思う。」という話の後、来年 2 月

14 日に光友会地域生活支援拠点会議のフォーラムが企画されていることの説明がありま

した。 

・ 「障害は人によって、種類も程度にも差があるので、まず、講演は一般論で依頼し、質疑

応答の時間を長くしておき、個別のことは質疑への回答で理解を深めてもらうのが良いの

ではないか。」という提案がありました。 

・ 「推進協としては、できるだけ多くの方に参加してもらえるように、詳細な講演内容の周

知および早めの案内などで、協力して行くのが良いのではないか。」という提案がありま

年度 会員数 会費（寄付金含む） 

2020  351 名 1,520,000 円 

2021  331 名 1,409,000 円 

2022  269 名 1,234,000 円 

2023  271 名 864,000 円 

2024  196 名 546,000 円 
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した。 

【決定事項】 2025 年 2 月 14 日、光友会地域生活支援拠点会議のフォーラムに協力する。 

（全員一致で可決） 

 

（４）光友会行事について  

1） 9 月 20 日（金）希望寄席について 

「推進協から 3 名受付をお願いしたい」という光友会の要望があったことが調整役か

ら報告されました。 

【決定事項】これを受けて 3 名応援することを可決。（全員一致） 

 

2） 11 月 16 日 ふくし村まつりについて 

【提案】 バザー品の販売を望む声も聞かれるので、開催することを検討して欲しい。

（理事長より）  

【意見】 家族部会でバザー品を販売する模擬店を開いていたが、 

     ・ 模擬店を準備するには、2 か月以上かかるので、今年の開催は難しい。 

     ・ 値付けが難しいことやすぐに売れるようなものばかりでなく手間がかか

りすぎる 

     ・ 一時的に保管する場所がない 

     など、問題が多く、家族部会での経験者には開催に反対する人も多い。 

【決定事項】 今年のふくし村まつりでは、推進協からはバザー品を販売する模擬店は

出店しない。 

       ただし、今年は出店する要望が多いか見極める期間とし、多ければ来年

度以降、推進協での出店を検討することになりました。（全員一致で可

決） 

 

3） 1 月 24 日 チャリティーコンサートについて 

【お願い】 出演者が確定していないので、候補者がいたら調整役まで連絡してほしい

とのことです。⇒（会議終了後この件は解決済みとなりました） 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進協だより  2024 年度第 2 号 ※2024 年度推進協だより（総会号）を第 1 号とします 

 （光友会事業推進協議会 HP http://www.lfa.jp/about/business-promotion/）  

発行日   2024 年 10 月 10 日 

発行者   光友会事業推進協議会 会長 野田周吾 

      文責：眞鍋、村井 

発行所  〒252-0825 藤沢市獺郷 1008-1 

社会福祉法人 光友会 内 光友会事業推進協議会        HP はこちら！ 

 電話  0466-48-1500 

〈あとがき〉 

 参加人数も少なく、ちょっぴり寂しい企画運営会議でしたが、職員の皆さまにご協力いただき、無事今年

度一回目の企画運営会議を終えることができました。ありがとうございました。企画運営会議は、代議員総

会に次ぎ、具体的に推進協の活動計画を決めて行く機関ですので、各部会長の積極的な参加を切にお願い致

します。この会議体は、いろいろな立場の方々が、いろいろな意見を闘わせる場でもあります。他にはない

大変意味深い会議体になりますように、皆さん一緒に頑張って行きませんか。（眞鍋） 


